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１． 学術を取りまく諸々の現状

国立大学法人京都大学への移行

2004年4月： 新たな運営形態になって６年が経つ

第二期中期目標期間： ２０１０～２０１５年度

政権の交代

事業仕分け： ２００９年１１月 行政刷新会議

新年度予算
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http://sankei.jp.msn.com/politics/situation/091111

/stt0911111859016-n1.htm

http://sankei.jp.msn.com/photos/politics/situation/091111/stt0911111859016-p2.htm


グローバル化の進行

学術の国際性

廣田（２００９）： 「国際気象界のなかの日本」

経済のみならず、学術分野でも大競争時代

実例： 国際誌の投稿論文獲得戦略

ＡＭＳ、ＡＧＵ、ＲＭＳ、日本気象学会（ＭＳＪ）、・・・

大規模研究集会の集客競争

ＡＭＳ、ＡＧＵ、ＥＧＵ、ＡＯＧＳ、・・・

個々の研究者に
とっては、短期的
量的業績評価の
圧力増加
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認識すべきこと：

貴族や国家というパトロンが弱体化・変質した時代の

学術のあり方

これまでのやり方が必ずしもうまくいかない

どうすればよいか
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Lord Rayleigh

The Nobel Prize in Physics 1904 



２． 大気圏物理学分野の現状

ＩＣＳＵ/ＩＵＧＧ/ＩＡＭＡＳ：

Ｍｅｔｅｏｒｏｌｏｇｙ と Ａｔｍｏｓｐｈｅｒｉｃ Ｓｃｉｅｎｃｅｓ
前者はlogoz の世界（c.f., Climatology, Geology, Biology, ...）

後者は Galileo & Newton  以来の近代「科学」

 分野

気象力学

気候

中層大気気象学

極域気象学

惑星大気・進化

-----------------------------------------

熱帯気象学、圪球流体力学、非線型大気科学、・・・・

運動・放射・物質
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大気放射

雲・降水

オゾン

大気化学・全球的
大気汚染

大気電気学



ＷＣＲＰ（World Climate Research Programme）

 GEWEX: 全球エネルギー・水循環
(Hydrological Sciences: IAHS)

 CLIVAR: 気候変動と予測可能性
(Physical Sciences of the Oceans: IAPSO)

 SPARC: 成層圏過程と気候影響
(Geomagnetism and Aeronomy: IAGA)

 CliC: 気候と雪氷圏 (Cryospheric Sciences; IACS)

 SOLAS: 海面-下層大気 (IAPSO)

SCOSTEP （Scientific Committee on Solar-
Terrestrtial Phisics）

 CAWSES-II: 太陽圪球系の気候と気象（天気）

 IAGA
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研究手法

観測

解析

理論

実験（室内、計算機）

認識すべきこと

今だからできること

伝統芸能

革新技術

研究環境の変化

人工衛星

エレクトロニクス技術

コンピュータ
- 8 -

Gore (2006)

from The YOTC Science Plan (WMO, 2008)

地球シミュレータ

1993      2006



認識すべきこと（続き）

ビッグサイエンスとスモールサイエンス

山元（１９９９）：「５０年間歩んできた圪球物理の道」

組織の戦略 (top down) vs 個人の知的興味 (bottom up)

虚学と実学

基礎と応用：

「新たな知を創造する基礎研究」～「出口を見据えた研究開発」

「知的存在感のある国」 ｖｓ 「科学技術創造立国」

両端の間で：気象学の彷徨

５０年前の数値天気予報

今日の数値天気予報
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ENIAC

http://ei.cs.vt.edu/~hist
ory/ENIAC.Richey.HTML



認識すべきこと（更に）

近隣分野との関係性：

要素還元型物理からみた『気象』

佐藤文隆 （1999, 2005, 2009; 岩波）
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 非線型複雑系としての『気象』

多階層連結変動



３． 京大気象グループの現状

「気象学・気候学及び大気物理学」分科

教授

基幹講座： （理学部） 里村 雄彦、余田 成男

協力講座： （防災研） 石川 裕彦、向川 均

（生存圏研） 塩谷 雅人、津田 敏隆

准教授

基幹講座： （理学部） 石岡 圩一、重 尚一

協力講座： （防災研） 竹見 哲也、林 泰一

（生存圏研） 高橋 けんし、橋口 浩之

助教

基幹講座： （理学部） 内藤 陽子、西 憲敬

協力講座： （防災研） 井口 敬雄、堀口 光章
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理学部
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理学部
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大気‐海洋結合領域モデルによる
短時間結合変動の数値実験

大気（雲分布）

海洋（混合層変動）



理学部
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理学部
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理学部
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http://sharaku.eorc.jaxa.jp/GSMaP/archive/jpg/201002/gsmap_html_image.20100209.0900.jpg
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「気象学・気候学及び大気物理学」分科

「気象」の京都 vs 「気候」の東京 - 27 -
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http://ars.gcoe.kyoto-u.ac.jp/

（2009-2013）



6/15

極端気象と適応社会の生存科学

多くの分野の研究者・学生が知恵を出し合い、
複合的な視点でグローバルな課題に取り組む

どう実現するのか：学際連携組織として「教育ユニット」を設置

拠点形成計画の概要

理工融合 地球環境
学堂・学舎

理学
研究科

情報学
研究科

工学
研究科

農学
研究科

教育ユニット

文理融合

農業被害
食料問題
森林保全

砂漠化
政策科学
国際協力
社会経済

自然災害、防災・減災
危機管理、復旧・復興

災害情報
集団心理、心のケア
リスク・コミュニケーショングローバルな観測・監視技術

異常気象の検知

気象学・気候学
数値モデル・予測

地球温暖化

社会基盤施設
計画学

予報技術
人工知能

生存圏
研究所

防災
研究所

各研究科の協力講座としても優れた教育実績をもつ両研究所が融合研究教育に主体的に参画



対処シナリオや社会
適応力向上への政策
反映と技術論の検討

課題（２） 社会適応策
異常気象及び慢性的気象ハザードへの
社会的適応策に関する文理融合研究

課題（１） 科学的理解
極端気象・水循環と災害の監視・
予測に関する理工融合研究

適応策改
善に必要
な条件を
提示

気象・水
災害の防
止・軽減
策を提示

• 国内外の事業展開拠点（フィールド）で協働し、問題点を共有しつつ研究を推進する。
• 拠点内で課題(1)、(2)合同のワークショップを定期的に開催し、緊密に情報交換をする。
• 独自に発行する英文ジャーナルで、課題(1)、(2)の成果を相互参照した論文発行に努める。

連携統合の方策

観測・監視システ
ムで現象の生デー
タを収集・整理して
情報に加工

災害発生機構を理
解し、社会ニーズ
への回答を提案

情報分析から現象
を定量的にモデル
化し、変動を予測

7/15

フィールド研究：科学的理解に基づく社会適応策のために

静止衛星画像

高分解能数値予報モデル

拠点形成計画の概要（研究課題と連携統合）

極端気象=異常気象（局所的・急激変動）+慢性気象ハザード（広域・長期変動）

アジア・アフリカでの
気象ハザードの実態・
地域特性の解明

ジャカルタの洪水

環境適応戦略科学の
創成・社会実装
→暮らしの安全、
貧困の改善

ニジェールの表土流失



４． 学術を取りまく諸々の将来展望

将来展望

世界はどうなる？ 日本はどうなる？

○○○ の □□□ 次第か

日本はどうする？

日本の学術施策はどうなる？ 大学はどうする？

参考図書 「日本辺境論」 （内田 樹、2009; 新潮新書）

思考したこと

（例題） グローバル３０

我が国の高等教育の国際競争力の強化

留学生等に魅力的な水準の教育等を提供

留学生と切磋琢磨する環境の中で、国際的に活躍できる
高度な人材の養成 - 31 -



考えるべきは 「言語問題」

何語で教育するのか？

思考する言語の選択

英語化している（部分的にも）先達に学ぶべき

翻訳者という階層をもつ

Multi-language  vs  English as a de facto standard 

参考図書 「日本語が亡びるとき―英語の世紀の中で」「日本
語で読むということ」「日本語で書くということ」 （水村 美苗、
2008, 2009, 2009; 筑摩書房）

サバイバルツールとしての英語

国際コミュニティでの生き残り方法

参考図書 「理系のためのサバイバル英語入門―勝ち抜くため
の科学英語上達法」 （東大サバイバル英語実行委員会、

(ブルーバックス) (新書) 

- 32 -



また、もうひとつ考えたいのは 「学術の本質」

知的好奇心に駆られた真理の探究

新たな知見

深い理解

役に立つ科学技術

科学技術と学術

science-based technology と science

いろいろな役立ち方

外交としての科学技術・学術

科学技術外交

科学技術協力の強化、研究者ネットワークの構築

芸術やスポーツと似た要素

小澤 征爾、イチロー、・・・のような「日本人の顔」的存在 - 33 -



５． 大気圏物理学分野の将来展望

研究推進にかかわる状況の展望

更なる技術革新による研究手段の飛躍的変化

人工衛星、エレクトロニクス技術、コンピュータ

フロンティアの拡大

空間： 系外惑星の大気

時間： 過去・未来への接続

見えなかったものが見えてくる

現象の微細構造

微量成分の高精度観測

莫大量データに基づく統計的性質

・・・・・
- 34 -



技術革新により見えてくる現象の微細構造の例：

運輸多目的衛星「ひまわり７号」による小領域の研究観測

- 35 -

http://www.data.jma.go.jp/obd/sat/data/web/

rapid.html



パラダイム・シフト

非線型複雑系としての『気象』

要素還元型物理からみた『気象』ではなく

空間的時間的階層性

多階層連結変動

道具としての非線型科学

計算機科学

シミュレーション科学

階層連結という理解の枠組 cf パラメタリゼーション技術

- 36 -



非線型問題

人間は線型性を恃む

∵ 理解する道筋が存在する

自然は線型性を好むか？

否！ 線型・非線型は人間の都合

計算機科学の独擅場

↑ 道具の進歩

常套的手法：

パラメタ・スウィープ実験

経験の蓄積

新たな記載型学問

logoz再び

理解の深化
- 37 -from The YOTC Science Plan (WMO, 2008)

地球シミュレータ

1993      1999      2005     2011
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積雲
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数値実験・シミュレーションの意義と価値

① 予言性

観測により検証されるべき新奇な事象

② 理解獲得・深化

観測される丌可解な現象の理解の獲得

③ 実学的意義

役に立つ科学

２１世紀は実学的数値天気予報の時代

よりきめ細かく： ダウンスケーリング予報

信頼度を押さえて： アンサンブル予報
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「気象学・気候学及び大気物理学」分科

- 42 -

分野 /手法 観測 解析 実験 理論

力学：
大規模

中規模

小規模

中層大気

熱帯大気

雲・降水

大気化学

塩谷

塩谷

津田

津田

高橋

橋口

橋口

向川

石川

竹見林

林 石川

里村

余田

余田

石岡

里村
重

重

６． 京大気象グループの将来展望
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６． 京大気象グループの近未来展望（来月）
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６． 京大気象グループの近未来展望（来月）

科学技術振興調整費 （２００７～２００９年度）
「アジア科学技術協力の戦略的推進」

東南アジア地域の気象災害軽減国際共同
研究

（１） 熱帯域気象の高分解能予報実験
（２） 機動的観測データのインパクト評価実験
（３） 気象災害軽減のための判断支援システムの
試作（４） 国際研究集会開催と国際的技術協力



（１） 熱帯域気象の高分解能予報実験

全球モデルによる
１週間予報

気象庁

日本域でのダウンスケール予報

高分解能の領域モデル
による短時間予報

熱帯域への適用

1.5km-NHM
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Weather and Climate Prediction Laboratory (WCPL)

Bandung Institute of Technology (ITB)

http://weather.geoph.itb.ac.id/

Dr. Tri W. Hadi and 

his PC cluster (ITB)
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（４） 国際研究集会開催と国際的技術協力

京大関係者が研究交流を推進する南・東南アジア諸国

バングラデシュ、カンボジア、インド、インドネシア、ラオス、
マレーシア、ネパール、フィリピン、サウジアラビア、タイ、
シンガポール、ベトナム、・・・・・・

熱帯気象予測国際WS（2006/3 バンドン） 第3回KAGI21-ISS（2006/8 バンドン）

国際ワークショップ 短期研修スクール

気象防災の次世代リーダーを育成する場
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The 1st international WS in March 2008, in Kyoto
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２００９～２０１３年

世界のＣＯＥとして

「気象」の京都 を全面展開
- 51 -



１０～１５年後

「気象学・気候学及び大気物理学」分科 （今５０歳未満）
～）
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分野 /手法 観測 解析 実験 理論

力学：
大規模

中規模

小規模

中層大気

熱帯大気

雲・降水

大気化学 高橋

橋口

橋口

向川

竹見
石岡重

重

有為な若手が 「気象」の京都 を新展開



輝かしい将来に向けて

最先端研究の推進

その現場での次世代研究者育成

研究： 時代に先駆ける研究の推進

世界標準

世界をリードする独創的成果

知的存在感

伝統ある者の丌断の革新

京都の圪の利

世界的歴史都市「京都」

流体力学、数理解析分野の人材

知的贅沢感の醸成

豊かな時間・空間



教育： 次代を担う研究者の育成

有為な人材の結集

魅力ある場の形成

恵まれた環境

研究環境、 学習環境

知的贅沢感、 高い満足度

明確な動機づけ

知的飢餓感：

丌思議だと思う心、 知りたいという気持ち

優れた技術：

古典（数理物理）、 最先端（コンピュータ、エレクトロニクス）

会話能力（同業、同業異分野、他分野、納税者、市民、・・）

憧れの職業：

学術世界のオザワ、イチロー
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終

ご清聴を有難うございました



ＩＵＧＧ

Cryospheric Sciences (IACS) 

Geodesy (IAG) 

Geomagnetism and Aeronomy (IAGA) 

Hydrological Sciences (IAHS) 

Meteorology and Atmospheric Sciences (IAMAS) 

Physical Sciences of the Ocean (IAPSO) 

Seismology and Physics of the Earth's Interior 
(IASPEI) 

Volcanology and Chemistry of the Earth's Interior 
(IAVCEI) 
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http://www.iugg.org/associations/iacs.php
http://www.iugg.org/associations/iag.php
http://www.iugg.org/associations/iaga.php
http://www.iugg.org/associations/iahs.php
http://www.iugg.org/associations/iamas.php
http://www.iugg.org/associations/iapso.php
http://www.iugg.org/associations/iaspei.php
http://www.iugg.org/associations/iavcei.php
http://www.iugg.org/

